
ジャパネット杯 平成２８年度 第４０回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              け     

男子 ・女子  １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  グリーンアリーナ神戸   A   コート       

チーム名
総得点

－
－

－夙川学院高等学校

－

4
10

－

14

7mTC

総得点
チーム名
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浦添商業高等学校

14
15

 

どちらも堅守速攻を特徴とする夙川学院高等学校（開催地）と浦添商業高等学校（沖縄県）との対戦。 

夙川のスローオフで試合開始。３分夙川・杉本のサイドシュートでゲームが動いた。浦添商の攻撃も 

強力で夙川のゴールを脅かすが、ＧＫ山﨑のファインセーブで一進一退の展開となる。また浦添商も 

６－０のディフェンスとＧＫ高田の堅守で夙川にもゴールをゆるさない。ゲームが動き出したのは、 

11分浦添商・我那覇のミドルシュートである。そこから浦添商は連続 10ポイントが入り勢いに乗っ 

た。浦添商は 20分を過ぎても攻撃の手をゆるめず、仲村・我那覇を中心に速い球回しからロング・ミ 

ミドル・ポストと多彩な攻めでシュートを決め、得点を重ねていった。前半は１４対４で折り返した。 

後半直後からサイド攻撃、速攻と浦添商の攻撃は止まらない。夙川もサイド・杉本やポスト・立石を 

使っての攻撃をしかけ点数を取りにいくが、浦添商のディフェンスをなかなか突破できない。浦添商 

は、積極的なディフェンスから相手のミスを誘い、速攻で点数を重ねていった。最後粘りをみせ、諦 

めず走り続けた夙川であったが力尽き、２９対１４で浦添商が勝利し、２回戦に駒を進めた。 

                          2017年  3 月 24日  

 

         記載者氏名  三浦 巡              

試合番号 



ジャパネット杯 平成２８年度 第４０回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               こ    

男子 ・女子  １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  グリーンアリーナ神戸   B   コート       

チーム名
総得点

－
－

－昭和学院高等学校

－

5
7

－

12

7mTC

総得点
チーム名

19
四日市商業高等学校

10
9

 

今大会で出場回数 35回と最多を誇る昭和学院と13年連続出場となる四日市商業の選抜大会を知り 

尽くした者同士の対戦。昭和学院のスローオフで試合開始。体格差で劣る昭和学院は高さのある４－２ 

ディフェンスで相手のミスを誘う。対する四日市商業は６－０ディフェンスで固い守りを見せ両校とも 

ほぼ互角のたちあがりを見せる。均衡が崩れぬまま前半１８分で５対５の好ゲームとなった。試合が動 

いたのは 20分が過ぎたころ。四日市商業の強気のオフェンスでチャンスが生まれ、２番キャプテンの 

東川の鮮やかなサイドシュートが決まる。チームはそのまま勢いに乗り連続での得点を重ねていく。そ 

のままリードを広げ１０対５で四日市がリードしたまま前半を終えた。 

 後半。差を縮めたい昭和学院は積極的にシュートを打つが決定率に欠ける。対して四日市商業は全員 

でチャンスを作り出し、５連続得点をあげるなど猛攻を見せ続ける。試合終盤になり昭和学院の守りが 

固くなり、連続で得点するも追いつけなかった。終始ゲームをコントロールした四日市商業がこの一戦 

を制し２回戦にコマを進めた。 

                          2017年  3 月 24日  

 

         記載者氏名    日高 優一             

試合番号 



ジャパネット杯 平成２８年度 第４０回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                                男お     

男子 ・女子  １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場     神戸国際大学附属高等学校                        

7mTC

総得点
チーム名
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市川高校
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チーム名
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－
－

－県立氷見高校

－
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－

40

 

３年ぶり２８回目の出場、富山の氷見高校と２年連続１９回目の出場、千葉の市川高校の対戦は、 

市川高校のスローオフで始まった。先取点は、開始２分市川３番武者のループシュート。その後 

市川は着実に加点し、４－１とリード。対する氷見も５番朝野、１３番安平のシュートが決まり出し、 

１１分には５－５と追いついた。１４分には氷見５番朝野のセットプレーからのシュートが決まり 

 

氷見が８－７と初めてリードを奪った。互にセットプレーで攻めあうも一進一退の攻防が続くなか、 

市川の退場の間に氷見が加点し２４分には１６－１２とリードした。一方、市川のシュートは氷見 GK 

長瀬の好セーブに阻まれ加点できない。１９－１３で氷見が大きくリードして、前半を終了した。 

 後半は氷見１３番安平にマンツーマンディフェンスがつくも、氷見はサイドシュートやポストプレ 

などで着実に加点、一方、市川もパスカットからの速攻などで得点するも差は開き、１９分には 

 

３３－２３となった、その後、スピード感のある試合運びで終盤まで点を取り合ったが、４０－３０ 

で、氷見が勝利した。氷見１３番安平、GK長瀬の活躍が目立った好ゲームであった。 

                          ２９年  ３月 ２４日  

 

         記載者氏名  小川 健三                 

試合番号 



ジャパネット杯 平成２８年度 第４０回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               男こ    

男子 ・女子  １回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場   神戸市立中央体育館     

7mTC

総得点
チーム名

48
藤代紫水

22
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チーム名
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－
－

－修　道

－

3
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紫水のスローオフで試合開始。1 分 51 秒、紫水№4 櫻井のシュートで先制。対する 

修道はＤＦラインを上げ、大型チームに対して積極果敢な守り。紫水 4 連続得点後の 7 分 

55 秒、修道ＴＯ。紫水の高い 6―０ＤＦに攻め手を欠く修道のパスミス等もあり、№５ 

河原の連続得点等、１２対０。流れを変えるべく、修道１５分３０秒ＴＯ。紫水２点追加 

後の１６分４８秒、修道№６中野のシュートで初得点。しかし、紫水は早いパス回しから 

ダイナミックに攻撃を展開し、№４櫻井、№７又来が得点を重ねる。修道№５山田が２点 

目をあげるも、攻撃の手を緩めない紫水はさらに得点を重ね、前半を２２―３で終えた。 

後半は修道№５山田のサイドシュートで幕開け。山田は立て続けにサイドからのループ 

で得点。ポストを絡めた２対２の攻撃から№２西田のポストシュート等、紫水大型ＤＦの 

裏に入る攻撃で応戦。しかし、修道は紫水ＤＦを最後まで崩すことができず、逆に紫水は 

修道のミスを確実なパスとスピードで確実に得点し、攻守でゲームを制した。 

                          ２９年  ３月 ２４ 日  

         記載者氏名 沖野 勝洋                

試合番号 


